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「子どものわかった！できた！が実感できる

ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」の作成
－教員のICT活用への意識を高めるために－

長期研修員 長谷部 桂一

《研究の概要》

本研究では、協力校におけるICTを活用した授業実践及び観察・意識調査を通して、子

どもの変容した姿やICT活用への期待などを明らかにし、子どもが生き生きと学ぶ姿やICT

活用に期待する声を盛り込んだ「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」を作成した。協力校の教

員による評価を基に、教員のICT活用への意識を高め、子どもの分かった・できたが実感

できる事例集となるよう、内容の一層の充実を図った。

キーワード 【情報教育 ICT利活用 情報機器 ICT活用事例 G-TaK】

Ⅰ 主題設定の理由

新学習指導要領総則及び平成21年度学校教育の

指針解説版（群馬県教育委員会）において、教科

の目標を達成し、分かる授業・楽しい授業を実現

するために、授業にICT活用を図ることが明確に

示された。「教育の情報化の推進に資する研究報

告書（ITを活用した指導の効果等の調査等）」（メ

ディア教育開発センター）では、授業におけるIC

T活用は、子どもの学ぶ意欲の高揚、基礎・基本

の定着、学力の向上を図る上で有効であることが

実証されている。授業におけるICT活用は、主体

的に学ぶ意欲と学力を高め、分かりやすい授業づ

くりの重要な手だての一つとなっている。

図１ 授業中にICTを活用して指導できると答えた割合

「学校における教育の情報化の実態等に関する

調査」（平成21年文部科学省）及び協力校の調査

結果を比較したグラフが図１である。授業中にIC

Tを活用して指導できると答えた割合は、全国平
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均56.4％、群馬県は50.1％、小学校は50.5％で全

国42位と低迷、協力校では41％であり、群馬県の

平均を大きく下回っている。「IT新改革戦略」（平

成18年IT戦略本部）では平成22年度までに、概ね

100%の教員が、授業中にICTを活用して指導でき

るようになることを目指しているが、現状では目

標の実現は難しい。

また、先行研究や協力校の教員へのアンケート

結果から、「効果的な活用方法が分からない」「機

器等の準備が面倒」「使う必要性を感じない」「ト

ラブル対応できない」などが、教員がICT活用に

消極的になる要因として明らかになっている。

このように、授業におけるICT活用の学力向上

への効果は実証されているものの、ICT活用に消

極的な教員が多くなっており、学校におけるICT

活用の促進を図ることは喫緊の課題といえる。

一方でこれまでに、当センターにおいて、ICT

活用促進のために、教員が消極的になる理由に視

点を当てて、授業におけるICT活用の方法や展開

例、校内研修の進め方について研究されている。

また、書籍などにおいてICT活用事例が数多く紹

介されている。しかし、これらは教員側の視点か

らのものが多く、研究や事例は広まっているが、

授業におけるICT活用は進んでいるとはいえない。

そこで、子どもが分かった・できたという、充

実感や達成感を味わえるICT活用の在り方を明ら

かにし、子どもの姿や声を盛り込んだICT活用事

例集を作成したいと考えた。

これにより、ICT活用に消極的な教員を中心に、

すべての教員のICT活用への意識を高めていきた

いと考え本研究主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

ICTを活用した授業実践及び子どもの観察・意

識調査を通して、子どもが生き生きと学ぶ姿やIC

T活用に期待する声を盛り込むことで、教員の意

識を高める「子どものわかった・できたが実感で

きるICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」を作成する。

Ⅲ 研究の見通し

ICTを活用した授業実践における観察・意識調

査から見取った子どもの姿や声など、ICT活用の

効果や具体的な進め方を知らせる内容を盛り込め

ば、教員の意識を高めるICT活用事例集が作成で

きるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え

先行研究や調査などにより、授業におけるICT

活用による学力向上への効果は明らかとなってお

り、多くの教員がそのことを認識している。しか

し、授業中にICTを活用して指導できると考えて

いる教員は約半数であり、多くの教員は従来のス

タイルのまま授業を行っている。

こうした状況を変えていくためには、教員のIC

T活用への興味・関心を高め、授業に取り入れて

みたいという意識を高める資料を作成し、提供し

ていくことが有効であると考えた。

このことについて、協力校で調査を実施したと

ころ、教員のICT活用への意識を高める上で、「子

どもの変容が分かる実践事例」「子どもがICT活

用に期待する声が分かる実践事例」が、有効であ

るという回答が多かった。

そこで、子どもの姿や声を伝えICT活用の効果

を実感させ、ICT活用の進め方を知らせることで、

教員の意識を高めることができると考えた。

具体的には図２「研究構想図」のように、ICT

を活用した授業実践及び観察調査と意識調査を行

う。その結果を基に、子どもが分かった・できた

という、充実感や達成感を味わえるICT活用の在

り方を明らかにする。協力校の教員による評価を

経て、教員のICT活用への意識を高める「ICT活用

事例集“ＷＩＳＨ”」を作成する。

２ ICT活用プランの提案と授業の構想

先行研究や文献を基に、学年、教科、ICT活用

の場面、活用の効果、使用するICT機器を明示し

たICT活用プランを作成した。ICT活用プランには、

何を提示してどのような活動をさせるのかという

図２ 研究構想図
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活用の概要や、提示した時にどのような発問や指

示を行うのかという活用のコツを盛り込んだ。授

業中のある場面を想定し、どのようにICTを活用

していくのか、授業での活用を意識して作成した。

ICT活用プランを協力校の教員に提案し、ICT活

用プランを参考に授業を組み立てた。授業者のア

イデアを生かし、日常の授業スタイルを変えずに

実施できるように支援した。

３ 手だて１：観察調査による見取り

効果的なICT活用の進め方と子どものよりよい

変容を見取るために観察調査を行った。

子どもの学習状況を見取るために、表１のよう

な「ICTを活用した授業の評価基準」を作成した。

ICTを活用した際に子どもにどんな力が身に付

いたか、どんな反応を示したか、どんな変容があ

ったかなど、子どもの学習状況を、四観点「関心

・意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」「知

識・理解」から評価できるよう作成した。

「ICTを活用した授業の評価基準」に基づき観

察調査を行い、ICTを活用した際の子どもの学習

状況や変容を見取った。

この観察調査を通して明らかになった効果的な

ICT活用の進め方及び子どものよりよい変容を精

査し、ICT活用の効果や進め方が分かるよう、事

例集に位置付けた。

４ 手だて２：意識調査による見取り

ICTを活用した授業に対する子どもの声を明ら

かにするために意識調査を行った。

ICTを活用した授業後に、「楽しかった」、「考

えた」、「分かった」、「できた」、「満足した」の

五つの質問項目について、四件法で回答するアン

ケート調査（表２）を行い、ICT活用での充実感

や達成感を調査した。その結果を集計、数値化し、

図３「子どもの充実感や達成感」のように示した。

また、ICTを活用した授業について子どもたち

が感じたこと、ICT活用に期待する声を自由記述

から見取った。

意識調査より明らかになった充実感や達成感、

期待する声を「子どもの声」ととらえ、ICT活用

の効果が分かるよう、事例集に位置付けた。

５ 協力校の教員による事例集の評価

事例集の内容の一層の充実を図るために、協力

校の教員による評価を行った。

ICT活用の効果や進め方の理解などの質問項目

について、五件法で回答するアンケートを行った。

その結果を基に、ICT活用事例集を見直し、教員

のICT活用への意識を高める上で、よりよい事例

集となるよう修正した。

表１ ICTを活用した授業の評価基準

表２ 授業後の子どもへの意識調査

図３ 子どもの充実感や達成感

評 価 規 準

1 教 材 へ の 関 心 教 材 を 提 示 し た 時 、 教 材 を 一 瞬 に し て 見 た 。 優 良 可

2 集 中 の 持 続 教 材 提 示 後 、 教 材 を 見 て 活 動 し て い る 。 優 良 可

3 意 欲 １ 教 材 提 示 後 、 気 づ い た こ と を 発 言 し て い る 。 優 良 可

4 意 欲 ２
教 材 提 示 後 、 先 生 の 発 問 や 指 示 に 対 し て 答 え た り 活 動 し
た り し て い る 。

優 良 可

5 動 機 付 け １ 驚 き の 表 情 、 や っ て み よ う と す る 姿 が 見 ら れ る 。 優 良 可

6 動 機 付 け ２ 課 題 解 決 に 向 け て 活 動 し て い る 。 優 良 可

7 課 題 の 発 見 教 材 か ら 学 習 課 題 を 発 見 し て い る 。 優 良 可

8 学 習 課 題 の 理 解 本 時 の 課 題 を 理 解 し て 活 動 し て い る 。 優 良 可

9 体 験 の 想 起 体 験 を 振 り 返 る 活 動 を し て い る 。 優 良 可

1 0 思 考 の 深 ま り
比 較 し て 思 考 し た 結 果 を ノ ー トに 書 い た り 、 発 言 に 生 か し た
り し て い る 。

優 良 可

1 1 学 習 の 振 り 返 り 学 習 内 容 を 振 り 返 っ て い る 。 優 良 可

1 2 技 能 の 定 着 １ 繰 り 返 し 取 り 組 み 、 技 能 を 身 に 付 け て い る 。 優 良 可

1 3 技 能 の 定 着 ２ 示 範 を 参 考 に 技 能 を 身 に 付 け て い る 。 優 良 可

1 4 内 容 理 解 １ 教 師 の 説 明 の 内 容 を 理 解 し て い る 。 優 良 可

1 5 内 容 理 解 ２ 友 達 の 説 明 の 内 容 を 理 解 し て い る 。 優 良 可

評 価 基 準

子 ど も の 学 習 状 況 に つ い て の メ モ

IC T活 用 の 効 果
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（ ２ ） こ の 時 間 の 勉 強 で 「 楽 し か っ た こ と 」 、 「 考 え た こ と 」 、 「 分 か っ た こ と 」 、 「 よ く で き た こ
と 」 、 「 満 足 し た こ と 」 に つ い て 、 感 じ た こ と を書 い て く だ さ い 。

○

1

2

3

4

5

○ ○

こ の 時 間 の 勉 強 は よ く で き ま し た か 。

（ ４ よ く で き た 　 ３ ま あ で き た 　 ２ あ ま り で き な か っ た
１で き な か っ た ）

こ の 時 間 の 勉 強 に つ い て の ア ン ケ ー ト

（ １ ） こ の 時 間 の 勉 強 に つ い て 感 じ た こ と を 答 え て く だ さ い 。

○ ○

○ ○ ○

こ の 時 間 の 勉 強 は 満 足 し ま し た か 。

（ ４ と て も 満 足 　 ３ ま あ 満 足 　 ２ あ ま り 満 足 し な か っ た
１満 足 し な か っ た ）

○ ○

○ ○

○ ○

（ ４ よ く 分 か っ た 　 ３ ま あ 分 か っ た 　 ２ あ ま り 分 か ら な か っ た
１分 か ら な か っ た ）

回 答

こ の 時 間 の 勉 強 は 楽 し か っ た で す か 。

（ ４ 楽 し か っ た 　 ３ ま あ 楽 し か っ た 　 ２ あ ま り 楽 し く な か っ た
１楽 し く な か っ た ）

こ の 時 間 の 勉 強 で た く さ ん 考 え ま し た か 。

（ ４ た く さ ん 考 え た 　 ３ま あ 考 え た 　 ２ あ ま り 考 え な か っ た
１考 え な か っ た ）

○

こ の 時 間 の 勉 強 は よ く 分 か り ま し た か 。

○ ○ ○

○

○
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Ⅴ 研究の展開

１ ICTを活用した授業実践の概要

ICT活用プランを協力校教員に提案し、相談し

ながら授業構想を立案した。ICT活用プランを参

考に、各々の授業スタイルを変えずに授業を組み

立てられるように支援した。

また、事前に、協力校の教員のICT活用指導力

を高めるため、ICT活用操作研修を行った。ICT機

器の接続、操作の仕方など、具体的な授業場面を

設定し、授業での活用を意識して行った。

協力校において、６月から11月にかけて実施し

たICTを活用した授業実践の概要は、表３の通り

である。

表３ 授業実践一覧
学 使用したICT機器
年 教科 指導内容 ねらい

入力 出力

国語 説明文 鳥のくちばしの形に関心をもたせる。 実物投影機 プロジェクタ

１ 国語 カタカナ 絵を見てカタカナで書くことができる 実物投影機 プロジェクタ

ようにさせる。

年 国語 ともだち 「ともだち」の詩に親しむことができ 実物投影機 プロジェクタ

るようにさせる。

算数 たし算 ブロックを操作して、くり上がりのあ 実物投影機 プロジェクタ

るたし算の考え方を理解させる。

算数 たし算 ３項のたし算の式と答えを求めること 実物投影機 プロジェクタ

ができるようにさせる。

算数 たし算 たし算の定着を図る。 実物投影機 プロジェクタ

生活 遠足の様 遠足の様子を振り返り、遠足の様子や コンピュータ 電子黒板

子を振り 感じたことを絵日記としてまとめさせ

返る る。

生活 遠足の感 作成した絵日記を発表させる。 実物投影機 電子黒板

想の発表

会

音楽 鍵盤ハー 「ド」と「ソ」の鍵盤の位置を理解さ 実物投影機 電子黒板

モニカ せ、演奏することができるようにさせ

る。

学活 遠足指導 子ども自然公園への関心を高めるとと コンピュータ 電子黒板

もに、持ち物や気を付けることについ

て理解させる。

国語 原稿用紙 原稿用紙の正しい使い方を理解させ 実物投影機 プロジェクタ

の使い方 る。

２

国語 読み聞か レオレオニの絵本の読み聞かせを通し 実物投影機 プロジェクタ

せ て、レオレオニの作品に興味をもたせ

年 る。

国語 漢字のひ 漢字のひろばの学習を通して、1年生 実物投影機 プロジェクタ

ろば３ で学習した漢字を使って文を作ること

ができるようにさせる。

音楽 鍵盤ハー 正しい指使いで楽しく演奏させる。 実物投影機 プロジェクタ

モニカ

音楽 歌 元気よく歌わせる。 実物投影機 プロジェクタ

書写 「ビル」 「まがり」や「おれ」に気を付けて、 コンピュータ プロジェクタ

「ビル」の文字を書かせる。

３

社会 地域の利 白地図に色を塗る活動を通して、玉村 実物投影機 プロジェクタ

用の様子 町の土地利用について理解させる。

年

算数 大きな数 大きな数を表す技能を高めさせる。 実物投影機 プロジェクタ

算数 大きな数 数直線を読んだり、表したりすること 実物投影機 プロジェクタ

ができるようにさせる。

理科 植物の根 植物の根の様子についての理解を深め 実物投影機 プロジェクタ

させる。

理科 日なたと 実験を通して、日なたとひかげの温度 実物投影機 プロジェクタ

ひかげ の高まりの違いを理解させる。

体育 マット運 倒立ができるまでのステップの動きの コンピュータ 電子黒板

動 ポイントをそれぞれ理解させ、技能を

高めさせる。

学 使用したICT機器
年 教科 指導内容 ねらい

入力 出力

国語 ローマ字 ローマ字への興味・関心を高めさせ、 実物投影機 プロジェクタ
の学習 ローマ字表記の仕組みを理解させる。

４
国語 ローマ字 言葉をローマ字で表したり、ローマ字 実物投影機 プロジェクタ

の学習 を読んだりする技能を高めさせる。
年

国語 ブックト あまんきみこさんの作品への興味を高 実物投影機 プロジェクタ
ーク めさせる。

社会 滝川用水 滝川用水についての関心を高めさせ、 実物投影機 プロジェクタ
学習への見通しをもたせる。

算数 表に整理 条件を表に整理させ、課題を解決させ 実物投影機 プロジェクタ
する る。

算数 分度器 分度器の仕組みについて気付かせる。 実物投影機 プロジェクタ

算数 分度器 分度器を使って、角度を測ることがで 実物投影機 プロジェクタ
きるようにさせる。

理科 ヘチマ ヘチマの生長の様子をまとめるさせ コンピュータ 電子黒板
る。

音楽 リコーダ 高い「ミ」の出し方を理解させ、オー 実物投影機 電子黒板
ー ラリーをリコーダーで演奏することが

できるようにさせる。

音楽 鑑賞 オーケストラの演奏の様子を視聴する DVD 電子黒板
活動を通して、２つの曲の雰囲気や弾
き方の違いに気付かせる。

図工 絵画 コスモスの茎の特徴を理解させ、くき コンピュータ 電子黒板
を描くことができるようにさせる。

体育 マット運 マット運動の技に興味をもたせ、マッ コンピュータ 電子黒板
動 ト運動の技能を高めさせる。

総合 クリーン 校区のクリーン作戦の様子を振り返ら ディジタルカ プロジェクタ
作戦 せ、これからの行動について考えさせ メラ、実物投

る。 影機

総合 遠足の発 遠足の様子や体験で感じたことをみん 実物投影機、 プロジェクタ
表会 なに伝えさせる。 コンピュータ

国語 漢字指導 新出漢字のよみ、書き順、字形、注意 実物投影機 プロジェクタ
するポイントについて理解させ、正し

５ く書くことができるようにさせる。

社会 わたした 世界各国の食料自給率の変化の様子に 実物投影機 プロジェクタ
年 ちのくら ついて、グラフの読み取りを通して理

しと食料 解させる。
生産

社会 重要語句 工業生産の学習内容を振り返らせ、理 コンピュータ 電子黒板
の復習 解させる。

算数 合同な三 合同な三角形の書き方を理解させ、合 実物投影機 プロジェクタ
角形 同な三角形を書く技能を高めさせる。

算数 三角形の 三角形の内角の和は１８０度であるこ コンピュータ プロジェクタ
内角の和 とを理解させる。

音楽 鍵盤ハー 鍵盤ハーモニカで和音を演奏すること 実物投影機 電子黒板
モニカ ができるようにさせる。

図工 デッサン 影の付け方の技能を高めさせる。 実物投影機 プロジェクタ

図工 絵画 葉の形や葉の付き方に気を付けさせ、 実物投影機 プロジェクタ
花の絵を描かせる。

家庭 ミシン ミシンの使い方、下糸の巻き方、上糸 コンピュータ 電子黒板
の付け方などの技能を高めさせる。

家庭 ミシン ミシンの各部の名称やぬう時に気を付 実物投影機 電子黒板
けることを理解させる。 コンピュータ

体育 跳び箱 本時に取り組む跳び箱の技のイメージ コンピュータ 電子黒板
をもたせ、自分の跳び方を振り返らせ ハードディス
ながら技を高めさせる。 クレコーダー

体育 ハードル 自分の課題を見付けさせる活動を通し ディジタルカ 電子黒板
て、ハードルを軽やかに越えて走るよ メラ
うにさせる。

外国語 I want 自分が欲しいフルーツの名前を言わ コンピュータ 電子黒板
～ せ、フルーツパフェを作らせる。

算数 速さ（旅 旅人算に分類される問題を表を作成さ ビデオ 液晶テレビ
人算） せ、解かせる。

６
算数 およその 身の回りのものの概形を基本図形とし 実物投影機、 電子黒板

面積 てとらえさせ、その概形の面積を求め コンピュータ
年 ることができるようにさせる。

算数 およその 身の回りの複雑なものの概形を測定し 実物投影機、 電子黒板
面積 やすい図形に分ける工夫をさせ、その コンピュータ

概形の面積を求めさせる。

体育 跳び箱 これからの単元で取り組む跳び箱の技 コンピュータ 電子黒板
について興味をもたせ、跳び箱の技能
を高めさせる。

体育 跳び箱 自分の跳び方の課題点を見付けさせ、 ハードディス 電子黒板
跳び箱運動の技を高めさせる。 クレコーダー

総合 修学旅行 修学旅行で見学する寺に興味・関心を コンピュータ プロジェクタ
もたせ、調べ学習への意欲を高めさせ
る。

総合 修学旅行 旅行で、間違えやすいポイント、気を 実物投影機、 プロジェクタ
指導 付けたい内容について理解させる。 コンピュータ

外国語 I can ～ 「I can ～」の構文に親しませ、自 実物投影機 プロジェクタ
分のできること、できないことを英語
を使って表現させる。

外国語 レッスン 行ってみたい外国について、行ってみ コンピュータ 電子黒板
6 たい国とその理由を英語で話すことが

できるようにさせる。
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２ ICTを活用した授業実践の概要と観察・意識調査の結果

(1) 小４ 国語 「ローマ字」

全58実践の中から次の２事例について、実践の概要と観察・意識調査の結果を示す。

ねらい ローマ字への興味・関心を高めさせ、ローマ字表記の仕組みを理解させる。

使用したICT 入力：実物投影機 出力：プロジェクタ

主な学習活動 ICT活用の方法 子どもの姿

○校区にあるローマ字

で表記された看板の

写真を見たり、読ん

だりして学習への興

味・関心を高める。

○拡大掲示されたロー

マ字表から、ローマ

字表記のきまりを見

付ける。

○教科書の練習問題を

行い、ローマ字を書

いたり、読んだりす

る。

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 
楽しかった

思考

理解技能

満足

意識調査

・いろいろなところにローマ

字があるのが分かった。

・もっといろいろなローマ字

を知りたいです。

観察調査

今から学校の近くの看板の

写真を提示します。読める人

は手を挙げて答えましょう。

身近な場所の看板が次々と提示

され、ローマ字の学習への興味・

関心を高め、たくさんの子が手を

挙げ、ローマ字を読んでいた。

看板の写真が提示された瞬

間、子どもたちは一瞬にして写

真に注目した。

ローマ字表を見て、何か

きまりに気付いた人はいま

すか。

ICT活用によって興味が高まっ

た子どもたちは、スクリーンに

提示された看板の写真と拡大コ

ピーされたローマ字表の両方か

ら考え、「『か』の行はすべてK

が付いている」「aやi が付いて

文字になっている」といった気

付きを発言していた。

教科書にあるローマ字を読

んでみましょう。

ローマ字のある看板の写

真を拡大提示して、ローマ

字を読ませていった。合計

13枚の写真を提示した。

教科書の練習問題を拡大

提示して、ローマ字を読ま

せたり、記入したローマ字

の答え合わせをしたりし

た。

教科書の練習問題を拡大提示

して答え合わせをした際、たく

さんの子が挙手をし、発言をし

ようとしていた。

授業についての子どもの感想

この実践から作成したICT活用事例

○身近な看板の写真を提示。

・子どもたちは一瞬にして写真を見た。

・視点を集め、授業に集中している。

教材への関心

○教科書を拡大提示して練習問題の答え合

わせを行う。

・たくさんの子が正しく読んでいる。

・課題を理解して取り組んでいる。

○写真を次々に提示して読ませる。

・積極的に挙手をして読もうとしている。

・学習への意欲を高めている。学習に集中

している。

意欲 集中の持続

内容理解学習課題の理解
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(２) 小６ 算数 「およその面積」

ねらい 身の回りの複雑な形のものの概形を測定しやすい図形に分ける工夫をさせ、その概形の

面積を求めることができるようにさせる。

使用したICT 入力：コンピュータ・実物投影機 出力：電子黒板

主な学習活動 ICT活用の方法 子どもの姿

○学校のオアシス山と

プールの面積を求め

る方法を考える。

○オアシス山とプール

のおよその面積を求

める。

○およその面積の求め

方を交流する。

○練習問題に取り組む。

学校のオアシス山とプール

の面積、どちらが大きいです

か。

電子黒板に提示された図形の

辺をなぞることで、どの長さが

分かれば面積を求めることがで

きるか、見通しをもって考えよ

うとしていた。

ノートを提示して、自分の

考えを発表してください。

友達のノートが大きく提示さ

れたので、発表を聞いていた子

は、自分の考えと比べながら答

えの確認をしていた。また、分

かりやすいノートのまとめ方も

参考にしていた。

どの長さが分かれば、面積

を求めることができますか。

子どものノートを拡大提示

して、答えを求める過程を説

明させた。

３種類のプリントを用意し

ました。どの問題に取り組む

か、選んで決めてください。

３種類の学習プリントを提

示して紹介し、どの問題に取

り組むのか、選ばせた。

電子黒板の画面右の部品箱から

オアシス山（前方後円墳の形）の

写真に長方形や円を移動し、オア

シス山の概形を「長方形と円」と

とらえていた。

複雑な図形を求める際、これ

まで電子黒板で基本図形を移動

・拡大した学習を生かし、問題

を解いていた。

どの長さが分かれば答えを求

めることができるか、必要な辺

を電子黒板のペン機能を使って

なぞらせた。

航空写真を示し、「学校のオ

アシス山とプールの面積を求め

る方法を考えよう」と学習課題

を提示した。

意識調査

授業についての子どもの感想

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 
楽しかった

思考

理解技能

満足

この実践から作成したICT活用事例

・コンピュータと電子黒板を

使って授業をすると分かり

やすい。

・北関東三県がどれくらいの

大きさなのか分かった。普

段の授業でも電子黒板を

使った授業を受けたい。

観察調査

○自作コンテンツを拡大提示。

・部品箱から基本図形を選び、図形の

移動・大きさの調整を行っている。

・測定しやすい図形に分けることを視

覚的に理解している。

動機付け 学習課題の理解

○子どものノートを拡大提示。

・友達の答えの求め方を理解してい

る。

・自分の考えを比べて、思考を深めて

いる。
思考の深まり
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３ ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”の概要

協力校における観察調査、意識調査を基に子ど

もの変容を精査し、子どもが生き生きと学ぶ姿や

ICT活用に期待する声を盛り込んだ「子どものわ

かった・できたが実感できるICT活用事例集“Ｗ

ＩＳＨ”」を作成した。

「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」には、ICT活用

の効果を知らせるために、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの内容

を位置付け、ICT活用の進め方を知らせるために、

Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈの内容を位置付けて、図４のよう

に事例集を構成した。

表３で示した授業実践に基づき、全学年、各教

科等、全58のICT活用事例からなる、「ICT活用事

例集“ＷＩＳＨ”」を作成した。

ICT活用に対する充実感や達成感を示した。レー 使用するICT機器の種類、使用する過程や時間

ダーチャートの範囲が広いほど充実感や達成感を などを示した。ICTを活用した授業を組み立てる際

得ていることが分かる。 の情報が分かる。

ICT活用に対する子どもの声を示した。子どもの 授業におけるICT活用の概要や写真を示した。

「わかった！できた！」という思いや「知りたい、学 ICT活用の進め方や機器の接続・配置が具体的に

びたい」という願いが分かる。 分かる。

子どもが生き生きと学ぶ姿を示した。ICTを活用し 授業者の声を示した。ICT活用事例を参考に、

た授業の効果が分かる。 授業を組み立て、実践する際に留意することが分

かる。

図４ 小４ 国語 ローマ字への興味を高める事例

子どもの学習

後の意識調査の

結果を、レーダ

ーチャートにま

とめた。

子どもの願い

が分かるよう、

子どもの記述や

聞き取りの結果

をまとめ、「子

どもの声」とし

て記述した。

授業に取り組

む子どもの写真

を掲載した。

授業を参観

し、子どもが生

き生きと学ぶ姿

や子どもの反応

を記述した。

ICT機器の使い

方やポイントを記

述した。

ICT機器の活用

の仕方や配置が

イメージできる

よう授業の写真

を掲載した。

教員の授業後

の聞き取り調査

の内容を「授業

者の声」として

記述した。

使用する機器や

場面、効果を記述

した。

ICT活用の「進め方」を知らせるICT活用の「効果」を知らせる

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

Ｆ

Ｇ

子どもの声

子どもの声

子どもの姿

子どもの姿・変容

子どもの声

子どもの姿

子どもの姿・変容

ＩＣＴ活用の基本情報

ＩＣＴ活用の概要

ＩＣＴ活用の概要

授業者の声
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４ ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”の例

全58事例の中から、ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”の２事例を以下に示す。

図５ 小３ 算数 自作教材を大きく映す事例 図６ 小４ 体育 子どもが操作してＧ－ＴａＫを見る事例

この実践では、子どもたちに配付した自作教材と

同じものを拡大提示して、位取りについての理解を

深める学習を行った。それぞれの位の部屋が色分け

されており、それを大きく提示することによって、

子どもたちは正確に答えを求めていた。自作教材の

提示の様子が分かるよう、事例を作成した。

この実践では、Ｇ－ＴａＫの動画をお手本として

拡大提示して、これから学習していくマット運動の

技について興味をもたせる学習を行った。子どもた

ちは自分と同年代の子が演技する様子を見て、意欲

を高めていた。「できるようになりたい」という子

どもの声が伝わるよう、事例を作成した。

Ⅵ 結果と考察

１ ICT活用の「効果」や「進め方」を知らせる事例集

「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」を協力校の教

員に配付し評価を行った。ICT活用の効果や進め

方の理解について、５とても良い、４まあ良い、

３ふつう、２あまり良くない、１良くないの五件

法で回答するアンケート調査を行い、19人の回答

を得た。

(1) ICT活用の「効果」を知らせる事例集

「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」には、ICT活用

の効果を知らせるために、子どもの充実感や達成

感をレーダーチャートで、子どもの声を具体的な

記述で示した。

図７はICT活用の「効果」についての理解に関

するアンケート結果を示したグラフである。

図７ ICT活用の「効果」についての理解

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICT活用により子どもに

身に付く力が分かる。

ICT活用の効果がイメー

ジできる。

ICT活用による子どもの

反応が分かる。

ICT活用の効果が分か

る。

とても良い まあ良い ふつう あまり良くない 良くない
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この結果から、全体の80％を越える教員が、四

つの項目全てについて、「とても良い」または「ま

あ良い」と回答をした。特に、「ICT活用の効果

が分かる」については90％の教員が「良い」と回

答している。

ICT活用の「効果」についての理解に関する自

由記述は次の通りであった。

・ICTを使うことで子どもたちにどのような力を身に付け

ることができるかを知ることができる。

・子どもたちの「分かった」、「できた」などの声が、教員

の意識を高めると思う。

このことから、子どもの生き生きと学ぶ姿やIC

T活用に期待する声を盛り込んだことで、ICT活用

の効果を知らせる事例集が作成できたといえる。

(2) ICT活用の「進め方」を知らせる事例集

「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」には、ICT活用

の進め方を分かりやすく知らせるために、「ICT

活用の基本情報」にICT機器の種類や目的を、「活

用の概要」に具体的な使用方法や授業をイメージ

できる写真を掲載した。

図８はICT活用の「進め方」についての理解に

関するアンケート結果を示したグラフである。

図８ ICT活用の「進め方」についての理解

この結果から、全体の概ね80％の教員が「ICT

活用の授業のイメージ」、「ICT機器の種類」、「IC

T活用の目的」について、「とても良い」または

「まあ良い」と回答をした。

ICT活用の「進め方」についての理解に関する

自由記述は次の通りであった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICT機器の配置及

び使い方が分か

る。

ICT機器の種類が

分かる。

ICT活用の目的が

分かる。

ICT活用の授業の

イメージが分かる。

とても良い まあ良い ふつう あまり良くない 良くない

・活用例が具体的に分かって良い。

・簡単な操作でできるものが多く含まれており、参考に

なる。

・どのように使うかが写真で見ることができ、分かりやす

い。

このことから、ICT活用の進め方を知らせる事

例集が作成できたといえる。

「ICT機器の配置及び使い方」の項目について

は概ね20％の教員が「あまり良くない」と回答し

た。そのため、ICT機器の準備や操作に不安があ

る教員が、ICT機器をどのように接続・配置し、

どのように操作するのかが分かるよう、新たに「I

CT機器活用マニュアル」を加え、ICT機器の配置

や使い方が分かる事例集になるように修正した。

これにより、ICT活用の苦手な教員にも役立つ

事例集を作成できたといえる。

２ 教員のICT活用への意識を高める事例集

本研究では、教員のICT活用への意識を高める

ために、事例集の中に、子どものよりよい変容が

分かる事例、子どもの期待する声が分かる事例を

具体的に示した。

図９は、「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」の掲載

項目の中から、「教員のICT活用への意識を高め

る」と考える項目を複数選択する質問の回答結果

を示したグラフである。

図９ 教員の意識を高めると考える項目

この結果から、「教員の意識を高める項目」に

ついて、12人の教員が「子どもの姿・変容」「子

どもの声」と回答している。

0 2 4 6 8 10 12 14

授業者の声

ICT活用の概要

ICT活用の基本情報

子どもの声

子どもの姿・変容

人
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「教員の意識を高める項目」に関する自由記述

は次の通りであった。

・実際に授業を受けた子どもたちの声が書かれている

ので、イメージしやすい。

・子どもの声が分かるので、ICTを取り入れて授業をして

みたくなる。

・子どもたちの「分かった」「できた」等の声が、教員の意

識を高めると思われる。

このことから、「子どもの姿や変容」や「子ど

もの声」を具体的に示すことで、教員のICT活用

への意識を高める事例集が作成できたといえる。

これらの結果を受け、「子どもの分かった・で

きたという声」や「子どもの姿や変容」、「子ど

もの充実感や達成感」だけを集めたページを、事

例集の中に盛り込み、子どもの姿や声が一層分か

る事例集になるように修正した。

一方、10人を越える教員が「ICTの基本情報」、

「ICT活用の概要」と回答している。特に、ICT活

用に消極的な教員にとっては必要な情報と考えら

れる。どのようなICT機器を、どのような場面で、

どのような目的で使用すると子どもの学習に役立

つのか、を具体的に提示することも、教員の意識

を高めることにつながると考えられる。前述の「I

CT機器活用マニュアル」を加えるなど、事例集の

内容の見直し修正を行った。

「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”の活用」に関す

る自由記述は次の通りであった。

・「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」を活用していきたいと思い

ます。

・とても良い事例集だと思います。様々な場面でぜひ活

用してみたいという気持ちになりました。

・「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」は役立つと思います。

協力校における評価の結果、多くの教員が、IC

T活用への意識を高める上で、「ICT活用事例集“

ＷＩＳＨ”」が有効であると高く評価している。

以上のことから、ICT活用事例の中に、子ども

の生き生きと学ぶ姿やICT活用に期待する声を盛

り込み、協力校の教員による評価を基に修正を加

えたことで、教員の意識を高めるICT活用事例集

が作成できたと考える。

Ⅶ 成果と課題

１ 成果

○ ICTを活用した授業実践及び観察・意識調査

を通して、全58の授業における子どもの姿、延

べ1,500人の期待する声など、ICT活用の「効果」

や「進め方」を明らかにし、教員の意識を高め

る「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」を作成する

ことができた。

○ 協力校の教員による評価結果を基に、記述内

容を修正したり、具体的なICT活用の方法や配

置・操作方法を記述した「ICT機器活用マニュ

アル」を加え、「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」

の内容の一層の充実を図ることができた。

２ 課題

○ 協力校において実践を進める中で、「ICT機

器の準備や操作、授業づくりのサポートをして

くれる人材がいるとありがたい」という声があ

った。校内におけるICT活用中核教員の育成に

役立つよう、さらに「ICT活用事例集“ＷＩＳ

Ｈ”」の内容を工夫していきたい。

○ 協力校における実践の際、ICT機器が不足す

る場面が多く見られた。ICT機器の不足から、

教員の意識が低下してしまう恐れがある。実物

投影機やプロジェクタなど、ICT機器の整備に

も役立つよう、「ICT活用事例集“ＷＩＳＨ”」

の内容を工夫していきたい。
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